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町ジュニア海外使節団交流記町ジュニア海外使節団交流記

町
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
は
、
町

教
育
委
員
会
の
花
坂
惣
二
上
席
主
査

を
団
長
と
し
て
、
豊
間
根
中
・
山
田

中
の
二
年
生
八
人
と
山
田
高
校
の
二

年
生
二
人
、
そ
し
て
引
率
者
二
人
の

合
計
十
三
人
。
一
月
七
日
に
行
わ
れ

た
出
発
式
で
多
く
の
方
々
の
激
励
を

受
け
、
翌
八
日
、
大
い
な
る
期
待
を

胸
に
成
田
空
港
を
た
ち
、
空
路
十
二

時
間
を
経
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に

到
着
し
ま
し
た
。

最
初
の
訪
問
地
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が

世
界
に
誇
る
大
堤
防
。
そ
の
広
大
な

湖
と
干
拓
地
を
前
に
、
も
と
も
と
の

こ
の
国
の
狭
さ
を
痛
感
し
、
だ
か
ら

世
界
中
に
羽
ば
た
き
、
日
本
人
と
の

出
会
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
を
は

せ
ま
し
た
。
翌
十
日
は
、
い
よ
い
よ

本
町
と
の
友
好
都
市
で
あ
る
ザ
イ
ス

ト
市
入
り
。
美
し
い
ザ
イ
ス
ト
城
と

風
格
あ
る
ザ
イ
ス
ト
市
庁
舎
を
訪
問

し
ま
し
た
。
夕
方
に
は
ク
リ
ス
テ

リ
ッ
ク
・
リ
セ
イ
ム
・
ザ
イ
ス
ト
校

（
Ｃ
Ｌ
Ｚ
）
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
。

最
初
の
日
蘭
交
流
と
い
え
る
こ
の
会

は
、
花
坂
団
長
の
巧
み
な
オ
ラ
ン
ダ

語
と
英
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
で
、
盛

大
な
拍
手
と
笑
顔
を
呼
び
、
会
は
和

や
か
に
進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ご
対
面
。
最
初
の

出
会
い
は
み
ん
な
不
安
げ
な
顔
で
し

た
が
、
こ
の
日
か
ら
五
日
間
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

十
一
日
か
ら
三
日
間
は
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
か
ら
Ｃ
Ｌ
Ｚ
へ
通
学
。
Ｃ

Ｌ
Ｚ
の
兄
弟
校
を
見
学
し
た
り
、
実

際
に
授
業
に
参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。

少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
よ

交流の模様をリポート
する統導の菊池傑

まさる

教諭

町
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
員
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
中
学

生
八
人
と
高
校
生
二
人
は
、
一
月
七
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
日
程
を

終
え
元
気
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
船
ブ
レ
ス

ケ
ン
ス
号
が
山
田
湾
に
漂
着
し
た
と
い
う
史
実
が
縁
で
始
ま
っ
た
同

国
へ
の
生
徒
の
派
遣
も
、
今
年
で
九
度
目
。
生
徒
十
人
は
友
好
都
市

ザ
イ
ス
ト
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
で
の
授
業
体
験
な
ど
を
通

じ
、
現
地
の
人
た
ち
と
友
情
を
深
め
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
生
徒
た

ち
の
体
験
談
と
あ
わ
せ
、
交
流
の
模
様
を
統
導
し
た
山
田
中
学
校
の

菊
池
傑
教
諭
が
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【３】

デン・ハーグ� アイ
セル
湖�

首都アムステルダム�

ザイスト�

大
堤
防
�

ユトレヒト�
ロッテルダム�

ベルギー�

ド
イ
ツ�

北海�

英語の勉強頑張り
親友と再会したい

山田高　中村阿
あ

佐
さ

美
み

さん

してくれたりしました。おかげで短い期間でしたが、一日
一日、充実した時間を送ることができました。オランダの
生徒たちも気軽に「コンニチワ」とあいさつして、優しく
接してくれました。お別れの時は、涙が止まりませんでし
た。そんなわたしに親友たちは「手紙を書くよ。また来て
ね」と声を掛けてくれました。この１1日間の経験は一生忘
れられない思い出となりました。これから英語をしっかり
勉強して、オランダの人たちに再び会いに行きたいです。

わたしは、英語があまり得意で
はありません。ホストファミリー
は、辞書などを使って日本語で話

オランダでの経験
みんなに伝えたい

山田中　大 川 祥
しょう

汰
た

君

後には、みんな「やっていける」と不安は希望へと変わっ
ていました。英語が通じるか不安でしたが、ホストファミ
リーは辞書を使って会話してくれました。滞在中は、ホス
トファミリーやＣＬＺの先生、生徒たちの心の温かさに触
れることができました。帰国の日、「今日でホストファミ
リーと別れる」と思うととても悲しく、同時に「また絶対
来る」という強い思いがわいてきました。この素晴らしい
経験をみんなに伝え、自分も将来に生かしていきたいです。

ザイストに着いた時はみんなと
ても不安そうでした。しかし、学
校でホストファミリーに会った直

多くの人の助けで
素晴らしい訪問に

山田高　佐々木大
だい

地
ち

君

かったです。また日本のことを熱心に学び、興味を持って
くれてうれしかったです。国境を越え見知らぬオランダの
人と出会い、友情を深めることができ、これまでにない貴
重な体験をすることができました。今回は使節団員のリー
ダーとして活動しました。反省する点もありましたが、毎
日が有意義で無事に日程を終えて帰町できたのも、たくさ
んの人の助けのおかげと感謝しています。素晴らしい団員
と旅を共にし、最高の思い出をつくることができました。

一番心に残っているのは、5日
間のホームステイ。ホストファミ
リーは愉快で、毎日がとても楽し

オランダ王国
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う
と
意
気
込
む
本
町
の
生
徒
の
期
待

に
応
え
、
Ｃ
Ｌ
Ｚ
の
先
生
や
生
徒
も

積
極
的
に
指
名
し
た
り
、
発
表
の
機

会
を
与
え
た
り
し
ま
し
た
。
特
に
も
、

漢
字
や
折
り
紙
な
ど
に
は
オ
ラ
ン
ダ

の
生
徒
も
関
心
が
高
く
、
本
町
の
生

徒
た
ち
も
多
く
の
質
問
を
受
け
、
み

ん
な
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
に
必
死

に
説
明
。
意
味
が
伝
わ
る
と
双
方
笑

顔
で
お
礼
を
言
い
合
う
な
ど
、
と
て

も
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｌ
Ｚ
で
の
授
業
最
終
日
に
は
、
校

内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
で
一

緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
の

食
事
に
は
ザ
イ
ス
ト
市
長
も
激
励
に

訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

十
四
日
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
日

本
人
学
校
を
訪
問
。
オ
ラ
ン
ダ
で
生

活
す
る
同
年
代
の
中
学
生
と
の
交
流

も
ま
た
盛
り
上
が
り
、
予
定
し
て
い

た
時
間
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
で
し

た
。
そ
の
後
、
デ
ン
・
ハ
ー
グ
市
で

日
本
大
使
館
を
訪
問
。
夜
に
は
、
Ｃ

Ｌ
Ｚ
で
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か

れ
、
歌
の
交
歓
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
お

世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
花
束
を
贈
り
、
感
激
の
涙
を
流
し

な
が
ら
握
手
を
交
わ
し
た
り
記
念
写

真
を
撮
っ
た
り
す
る
な
ど
、
忘
れ
ら

れ
な
い
夜
に
な
り
ま
し
た
。

翌
朝
は
、
感
謝

と
激
励
の
中
、
最

後
の
最
後
ま
で
別

れ
を
惜
し
み
な
が

ら
、
ザ
イ
ス
ト
市

に
お
別
れ
。
バ
ス

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
大
き
く
手
を

振
る
ザ
イ
ス
ト
市
の
人
た
ち
の
姿
は
、

五
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
温
か

い
心
の
交
流
を
示
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
十
六
日
深
夜
、
使
節
団
は
オ

ラ
ン
ダ
で
の
多
く
の
体
験
や
思
い
出

を
胸
に
無
事
帰
町
し
ま
し
た
。
思
い

出
さ
れ
る
の
は
オ
ラ
ン
ダ
の
方
々
と

の
心
の
こ
も
っ
た
交
流
。
こ
の
十
一

日
間
の
素
晴
ら
し
い
体
験
は
一
生
の

財
産
で
あ
り
、
本
町
と
ザ
イ
ス
ト
市

と
の
友
好
の
き
ず
な
は
さ
ら
に
強
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

主な行動日程

１月７日…本町出発　８日…アムステル
ダム着　９日…アムステルダム市内見学
（ダム広場、国立博物館、アンネ・フラ
ンクの家など）／アイセル湖の大堤防見
学 １０日…クリステリック・リセイム・
ザイスト校（ＣＬＺ）で歓迎会／ザイスト
城見学／ザイスト市役所表敬訪問《１４日
までザイスト市内でホームステイ》
１１日～１３日…ＣＬＺの授業に参加 １４日
…アムステルダム日本人学校を訪問／デ
ン・ハーグの日本大使館表敬訪問／キン
デルダイクの風車群見学／ＣＬＺでお別
れパーティー １５日…ユトレヒトなどの
市内見学（自由市場、デ・ハール城、オ
ルゴール博物館、木靴工場など）／アム
ステルダム発／１６日…帰町
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素晴らしい体験を
将来に生かしたい

山田中　倉 本 雅
まさ

仁
ひと

君

安ばかりがたくさんありました。僕がお世話になった家族
は、オランダの習慣が分からない僕に、きちんと教えてく
れて会話も楽しくできました。学校でも一緒にサッカーを
してホストファミリー以外にもサッカーの友達がたくさん
できました。たくさんの人と交流があり、数え切れないほ
ど楽しい場面がありました。この体験を自分の将来にすべ
て生かしていきたいです。そしてオランダ語を完ぺきにし
てもう一度、親友に会いに行きたいと思います。

もうホームステイか──。ホス
トファミリーの人たちと会う日、
ずっとこんなことばかり考え、不

文化の違い感じた
オランダでの生活

山田中　佐 藤 紫
し

乃
の

さん

う直前になると頭の中が一気に不安になりました。しかし、
いざホームステイをしてみるとホストファミリーは優しく、
言葉が分からなくてもジェスチャーなどで分かりやすく説
明してくれました。学校に行ってもみんな気軽に声を掛け
てくれて、楽しい学校生活を送ることができました。食べ
物や生活習慣、言葉などさまざまなことが日本と違ってい
たオランダでの10日間。とても楽しく、そして勉強になる
ことがたくさんあり、とても貴重な経験になりました。

始めのうちホームステイはどう
にかなるだろうと思っていたわた
しですが、ホストファミリーと会
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最
後
の
朝
は
お
互
い
の
思
い
を

胸
に
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た

ザイスト市庁舎内の議場で説明を受ける団員

ＣＬＺ校では、
それぞれのクラ
スに分かれ、英
語での授業を体
験しました（上）／
折り紙を教える
など交流の輪が
広がりました（左）

ザイスト市郊外では、オランダの代表的風景に出合いました

ホームステ
イの子供た

ちと遠足に
出掛けまし

た

【５】

さまざまな体験を
通して成長できた

山田中　山 本 元
げん

気
き

君

リーと出会った時は緊張してしまい、うまく話すことがで
きませんでした。でも、生活していくうちに話す回数も増
え、会話で盛り上がることができました。僕が困った時は
ジェスチャーなどで親切に接してくれました。お互いに日
本語、オランダ語を教えあったり一緒にサッカーをしたり、
とても楽しかったです。この体験を通して僕は、少しなが
ら成長できたと思います。そしてこの体験を次の人たちへ
伝え、さらに日蘭の交流が深まっていければと思います。

オランダの文化に接すること、
英語はしっかり話せるかという不
安がありました。ホストファミ

ホームステイでの
体験を今後の糧に

山田中　竹 内 百
もも

代
よ

さん

心配だなあ──と思っていました。でも、ホストファミ
リーは親切に声を掛けてくれたり、荷物を持ってくれたり
して、とても優しい人たちでした。言葉が通じるか不安
だったけど、絵に描いたりジェスチャーで表現したりして、
何とか伝えることができました。5日間共に過ごしたホス
トファミリーとの別れは、とても悲しくて涙が止まりませ
んでした。このオランダでの経験を今後の学校生活などに
生かし、何事にも頑張っていきたいです。

わたしが一番不安だったのは、
ホームステイです。言葉も文化も
違う知らない家に5泊もできるか

オランダでの体験
人生の道しるべに

山田中　坂本美
み

紗
さ

樹
き

さん

セッタ。この一言でわたしが抱いていた不安は吹き飛びま
した。一番心配していた言葉の違いという大きな壁も乗り
越え、オランダ語を教わったり、日本語を教えたりしなが
らコミュニケーションをとることができました。本当の家
族のように接してくれたホストファミリー。別れの日、
「Don't cry（泣かないで）」とわたしに何度も言ってくれ
て、思わず泣いてしまいました。その悲しみを将来へと続
く人生の道しるべとして大事にしていきたいと思います。

「リセッタです。どうぞよろし
く」。片言の日本語で自己紹介を
してくれたホストファミリーのリ

最高の家族に会い
素晴らしい滞在に

豊間根中　加賀谷麻
ま

衣
い

さん

という一言でわたしの不安も消え去りました。ホストファ
ミリーは本当に優しく接してくれて、毎日わたしを笑わせ
てくれました。言葉が通じなくても心と心で通じ合うこと
をホストファミリーに教えてもらいました。毎日がすごく
充実していて楽しく、別れの日が近づくごとに離れたくな
いという思いでいっぱいになりました。別れはとても悲し
かったけど最高の家族に会えて幸せでした。今回のオラン
ダでの体験は忘れられない大切な思い出になりました。

ホームステイでは、最初、言葉
がうまく伝わらず不安になったけ
ど、お母さんの「麻衣、大丈夫よ」

生活習慣の違いを　
肌で感じる機会に

豊間根中　最 上 　 亮
りょう

君

くなりました。しかし、その不安はどこに行ったのかホス
トファミリーがゆっくり丁寧に話してくれたおかげで、会
話も弾み、日本のことも少し話すことができました。オラ
ンダの学校は自由で正直驚きました。でも、少しうらやま
しく思いました。今回、オランダでは言葉の壁や生活習慣
の違いなどを肌で感じ、日本では体験できないことをたく
さん学びました。この貴重な体験は僕にとって一生の宝と
して、これから生かしていきたいと思います。

オランダに出発する前、ホーム
ステイのことが不安で「本当に英
語は通じるのか」と思い自信がな
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市を代表する建物、ザイスト城を見学



【６】

山 田 町 249,200円

321,100円

353,300円

221,100円

277,600円

328,500円

山 田 町

山 田 町

山 田 町

山 田 町

山 田 町

山 田 町

山 田 町

山 田 町

山 田 町

170,700円

190,200円

138,800円

154,300円

山　田　町
国

岩　手　県

一
般
行
政
職

区　　　　分 平均給料月額 平 均 年 齢

定年前早期
退職特別措
置（２％～
20％加算）

１～２号俸 １号俸

定年前早期
退職特別措
置（１％～
20％加算）

21.0月分
33.75月分
47.5月分
60.0月分

21.0月分
33.75月分
47.5月分
60.0月分

勧
奨
・
定
年

自
己
都
合

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

退
職
時
特
別
昇
給

そ
の
他
加
算
措
置

区
分 山田町 国区　　分 山田町 国

1.4月分
0.7月分

1.6月分
0.7月分

3.0月分
1.4月分

期 末 手 当
勤 勉 手 当

区　　　分 ６月期 12月期 計

266,188円

352,655円

395,350円

214,065円

275,654円

351,052円
経験年数20年

経験年数15年

経験年数10年

経験年数20年

経験年数15年

経験年数10年

（
高
校
卒
）

一
般
行
政
職

（
大
学
卒
）

一
般
行
政
職

170,700円

184,400円

138,800円

148,500円

国

国

国

国

決定初任給

採用２年経過

決定初任給

採用２年経過

（
高
校
卒
）

一
般
行
政
職

（
大
学
卒
）

一
般
行
政
職

表－６

表－１

表－２

表－３

表－５

表－７

表－８

平均給料月額と平均年齢（平成16年４月１日現在）

人件費には、特
別職の給料や報
酬を含みます。

住民基本台帳人口
平成16年３月31日現在
21,180人

一人当たり給与費
Ｂ／Ａ

669万円

職員手当には、
退職手当は含ま
れていません。

歳出額Ａ
７８億
９,５２９万円

人件費Ｂ
18億6,447万円
人件費率Ｂ／Ａ

23.6％
（14年度22.9％）

給 料
８億6,323万円

期末・
勤勉手当
３億
4,561万円

職員手当
１億4,282

万円

職員数Ａ
２０２人

給与費計Ｂ
１３億５,１６６万円

350,582円
327,555円
338,700円

44歳10月
40歳２月
41歳２月

学歴別・経験年数別平均給料月額の状況（ ）

期末・勤勉手当の状況（平成16年４月１日現在）

※国と同様に職制上の段階・職務の級などによる加算措置があります。

平成16年
４月１日現在

人件費の状況（平成15年度一般会計決算）

給与費の状況（平成16年12月31日現在）

退職手当の状況（平成16年４月１日現在）

初任給の状況（平成16年４月１日現在）

28.0875月分
43.335月分
60.99月分
60.99月分

28.0875月分
43.335月分
60.99月分
60.99月分

ラスパイレス指数
区　　　分 山田町

表－４ ラスパイレス指数の状況【一般行政職】（ ）

93.7
町村平均
92.1

市平均
97.0

県平均
94.7

岩手県
98.2

平成16年
４月１日現在

岩 手 県

岩 手 県

岩 手 県

岩 手 県

岩 手 県

岩 手 県

◆
人
件
費
の
状
況
（
表
１
）

平
成
十
五
年
度
に
町
職
員
と
特
別
職
（
町
長
な
ど

三
役
、
町
議
会
議
員
、
各
種
委
員
な
ど
）
に
支
払
わ

れ
た
人
件
費
は
、
十
八
億
六
千
四
百
四
十
七
万
円
で

す
。
こ
れ
は
、
一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
の
二
三
・

六
％
に
当
た
り
ま
す
。

◆
給
与
費
の
状
況
（
表
２
）

平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
予
算
に
は
、
一
般
職
の

給
料
や
期
末
手
当
な
ど
の
給
与
費
と
し
て
十
三
億
五

千
百
六
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
職
員
一
人

当
た
り
の
年
間
給
与
費
は
六
百
六
十
九
万
円
で
す
。

◆
平
均
給
料
月
額
と
平
均
年
齢
（
表
３
）

一
般
行
政
職
の
平
均
給
料
月
額
と
平
均
年
齢
を

国
、
岩
手
県
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

◆
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況
（
表
４
）

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
、
国
家
公
務
員
の
給
料
を

一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
各
自
治
体
の
給
与
水
準
が
ど

れ
く
ら
い
に
な
る
か
を
示
す
数
値
で
す
。
平
成
十
六

年
四
月
一
日
現
在
、
本
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

九
三
・
七
。
県
内
五
十
八
市
町
村
の
中
で
は
指
数
の

高
い
方
か
ら
十
六
番
目
、
四
十
五
町
村
の
中
で
は
六

町
職
員
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
仕
事
に
携
わ
り
な
が
ら
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
快
適
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
働
い
て
い
ま
す
。
職
員
に
は
、
一
定
の
基

準
に
基
づ
い
て
給
与
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
職
員
給
与
の
仕
組
み
や
職
員
数
な
ど
に
つ
い
て
町
民
の

皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
主
な
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住民生活課窓口で対応する職員

【７】

227,118円
職員一人当た
りの支給年額

42,244,000円支 給 総 額

241,158円
職員一人当た
りの支給年額

44,132,000円支 給 総 額

14

年
度

15

年
度

1 9 21 14 40 56 5 146

0.7 6.2 14.4 9.6 27.4 38.3 3.4 100

職員数（人）

構成比（％）

標 準 的 な
職 務 内 容

主事補
技師補

主　事
技　師

主　事
技　師

上席主査
主　任

課長補佐
上席主査
主　　査
主　　任

課長・主幹
課長補佐
上席副主幹
副 主 幹

課　長
主　幹

区　　分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 計

部　　　門

区　　　分 職　　員　　数
増　減 主な増減理由

平成15年度 平成16年度

議　　会

総　　務

税　　務

農林水産

商　　工

土　　木

民　　生

衛　　生

小　　計

一
般
行
政
部
門

教　　育

消　　防

小　　計

政
部
門

特
別
行

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

公
営
企
業
部
門

合　　　計

234

230

232

230

232

232

232

230

231

221

229

－

目標の職員数

実際の職員数

区　　　分 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

町　長

助　役

議　長

副議長

議　員

785,000円（706,500円）

617,000円（567,640円）

292,000円（285,000円）

242,000円（236,000円）

226,000円（221,000円）

�月期1.60月分
12月期1.70月分
計　3.30月分

区　分 給料・報酬月額 期末手当

主な手当の名
称とその種類

税務手当、行路死亡処理手当
など�種類

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員の平均支給年額

8.7％

18,725円

扶養手当…配偶者は13,500円、配偶者以外２人
まで１人6,000円。ただし、配偶者のない場合は
１人目11,000円、３人目以降は5,000円。16～22
歳の子は5,000円加算。

住居手当…持ち家は3,000円（新築、購入から５
年間に限定）。借家などは、家賃23,000円まで
12,000円との差額、差額が11,000円を超えると
きには、超えた額の１／２（16,000円限度）に
11,000円を加算。

通勤手当…交通機関利用者は運賃相当額
（50,000円限度）。自動車使用者は3,600円から
18,800円までの範囲で距離に応じて支給。

表－１４

表－１３

表－１２

表－１１

表－１０

表－９

表－１５

一般行政職の級別職員数の状況（平成16年４月１日現在） 時間外勤務手当

扶養・住居・通勤手当

特殊勤務手当（平成15年度）

部門別職員数の状況（各年４月１日現在　単位：人）

定員適正化計画の数値目標と進ちょく状況【全職種】

3

53

10

19

3

24

40

16

168

40

－

40

10

6

6

22

230

3

53

12

19

3

21

37

14

162

37

－

37

10

6

6

22

221

２

△３

△３

△２

△６

△３

－

△３

△９

職員配置の見直し

課の統廃合

職員配置の見直し

職員配置の見直し

課の統廃合

（単位：人）

特別職の報酬などの状況（ ）平成16年
４月１日現在

※期末手当には国と同様に加算措置があります。

番
目
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

給
与
水
準
を
示
す
一
つ
の
目
安
で
、
指
数
一
〇
〇
を

目
標
と
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
初
任
給
と
学
歴
・
経
験
年
数
別
平
均
給
料
（
表
５

と
表
６
）

初
任
給
と
一
定
年
数
を
経
過
し
た
時
点
の
給
料
月

額
を
学
歴
別
に
表
し
た
も
の
で
す
。
表
５
は
国
、
表

６
は
岩
手
県
と
の
比
較
で
す
。

◆
職
員
手
当
の
状
況
（
表
７
〜
表
１１
）

▽
期
末
・
勤
勉
手
当（
表
７
）…
民
間
企
業
の
賞
与

に
当
た
る
も
の
で
、
支
給
割
合
は
国
と
同
じ
で
す
。

▽
退
職
手
当（
表
８
）…
勤
務
年
数
に
応
じ
て
支
給
。

▽
時
間
外
勤
務
手
当（
表
９
）…
正
規
の
勤
務
時
間
を

超
え
て
勤
務
し
た
職
員
に
支
給
。
▽
扶
養
手
当（
表

１０
）…
支
給
額
は
国
と
同
じ
で
す
。
▽
住
居
手
当（
表

１０
）…
借
家
な
ど
の
場
合
の
支
給
額
は
国
と
同
じ
で

す
。
▽
通
勤
手
当（
表
１０
）…
自
動
車
使
用
の
場
合
は

二
�
以
上
か
ら
支
給
。
▽
特
殊
勤
務
手
当（
表
１１
）…

著
し
く
困
難
な
仕
事
や
不
快
な
仕
事
に
携
わ
っ
た
職

員
に
支
給
。

◆
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
状
況
（
表
１２
）

特
別
職
の
う
ち
町
長
や
町
議
会
議
員
な
ど
に
は
給

料
（
報
酬
）
と
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
地
域

経
済
の
状
況
を
踏
ま
え
、
町
長
は
給
料
の
一
〇
％
、

助
役
は
給
料
の
八
％
を
減
額
。
町
議
会
議
員
も
五
千

円
か
ら
七
千
円
の
範
囲
で
報
酬
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間
は
平
成
十
六
年
一
月
か
ら
十
七
年
三
月
ま

で
。
カ
ッ
コ
内
が
減
額
後
の
金
額
で
す
。

◆
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
の
状
況
（
表
１３
）

一
般
行
政
職
の
職
員
に
適
用
さ
れ
る「
給
料
表
」は
、

仕
事
の
難
易
度
や
責
任
の
度
合
い
に
よ
り
一
級
か
ら

七
級
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
部
門
別
職
員
数
の
状
況
（
表
１４
）

職
員
数
の
異
動
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

◆
定
員
適
正
化
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
（
表
１５
）

計
画
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
十
七
年
度
ま
で

に
五
人
、
二
十
二
年
度
ま
で
に
十
八
人
の
削
減
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
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行
わ
れ
、
婦
人
会
長
さ
ん
か
ら
小
正

月
や
な
ご
み
の
伝
説
が
園
児
た
ち
に

語
り
継
が
れ
た
。
ま
じ
め
に
聞
き
入

る
園
児
た
ち
の
あ
ど
け
な
い
顔
が
と

て
も
か
わ
い
い
こ
と
。
「
素
直
に

育
っ
て
ね
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。

重
ね
て
、
わ
た
し
が
子
供
の
こ
ろ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
今
は
不
帰
、
明
治

生
ま
れ
の
近
所
の
母
親
た
ち
と
母
は
、

「
今
夜
は
金
毘
羅
様
、
次
は
稲
荷
様
」

と
お
こ
も
り
に
…
。
そ
れ
は
、
戦
地

に
い
る
吾
子
た
ち
の
無
事
の
お
参
詣

と
聞
か
さ
れ
た
。

あ
る
晩
の
こ
と
、
後
を
追
う
と

「
ぎ
ー
こ
あ
き
た
ー
ぞ
」「
も
ー
こ
あ

き
た
ー
ぞ
」
と
荒
々
し
い
音
が
外
か

投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

おおかわけいた くん
（山田第二保育所・６歳）

【８】【９】

鈴
木
萌
夏
（
９
）

新
し
い
年
が
明
け
た
一
月
八
日
、

「
船
越
公
民
館
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、

世
代
間
交
流
会
と
あ
っ
て
参
加
し
た
。

午
前
九
時
の
開
会
に
合
わ
せ
、
小
学

校
児
童
や
保
護
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

婦
人
部
の
皆
さ
ん
が
大
勢
集
合
。
新

年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
和
や
か

な
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

館
長
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
に
次
い
で
、

み
ん
な
で
お
母
さ
ん
た
ち
が
丹
精
込

め
て
作
っ
た
ミ
ズ
キ
団
子
を
飾
り
付

け
た
り
、
昔
遊
び
の
こ
ま
回
し
や
た

こ
揚
げ
、
竹
馬
な
ど
で
遊
ん
だ
り
し

て
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。
わ
た
し

も
こ
ま
回
し
を
手
ほ
ど
き
し
た
が
、

子
供
た
ち
は
の
み
込
み
が
早
く
、

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

昼
食
の
後
の
第
二
部
は
、
小
学
生

に
よ
る
伝
承
芸
能
、「
ソ
ー
ラ
ン
節
」

の
手
踊
り
、
船
越
文
庫
読
書
会
に
よ

る
人
形
劇
な
ど
で
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
。
地
区
民
の
交
流
と
触
れ
合
い

が
生
ま
れ
、
意
義
深
い
日
だ
っ
た
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
79
歳
）

心
に
残
る
世
代
間
交
流
会

時
々
、
駅
に
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
町

内
の
駅
に
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
林
八
重
子
（
織
笠
・
59
歳
）

【
回
答
・
総
務
課
】

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
駅
舎
内
の
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
は
、
Ｊ
Ｒ
で
は
な
く
キ
ヨ

ス
ク
な
ど
の
民
間
業
者
が
設
置
し
て

い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
放
置
物
の

見
回
り
確
認
と
回
収
・
撤
去
、
有
料

駅
に
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
を

楽
し
か
っ
た
小
正
月
行
事

今
年
も
織
笠
保
育
園
の
小
正
月
行

事
に
参
加
し
た
。
手
順
よ
く
催
し
が

と
し
た
場
合
の
料
金
回
収
な
ど
の
管

理
業
務
も
設
置
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

設
置
す
る
に
も
土
地
利
用
料
や
電
気

料
な
ど
の
経
費
が
掛
か
り
、
す
で
に

設
置
さ
れ
て
い
る
駅
舎
で
は
防
犯
上

の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
町
と
し
て
独
自
に
設
置

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
の

で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

ら
聞
こ
え
て
く
る
の
で
お・
っ・
か・
な・

か・
っ・
た・
。
年
月
が
経
ち
、
あ
の
時
の

「
ぎ
ー
こ
…
」
は
、
わ
た
し
を
な
だ

め
る
た
め
に
「
お
こ
も
り
グ
ル
ー
プ
」

が
縁
側
の
板
戸
を
た
た
い
て
い
た
の

だ
と
後
で
聞
い
た
。
子
供
の
こ
ろ
の

思
い
出
は
長
じ
て
か
ら
も
心
の
奥
に

あ
り
、
支
え
に
な
っ
て
い
る
。

保
育
園
で
の
小
正
月
行
事
、
そ
し

て
参
加
し
た
祖
父
母
の
皆
さ
ん
と
の

お
茶
会
で
心
置
き
な
く
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
園
児
の
皆
さ
ん
、

先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
69
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

は
な
れ
住
む
こ
の
身
案
ず
る

文
よ
み
て
乙
女
の
如
く
心
と
き
め
く

美
智
子
（
八
幡
町
・
？
歳
）

明
け
ま
し
て
昇
る
朝
日
に
福
が
見
へ

O
藤
菊
實
（
荒
川
・
76
歳
）

温
泉
に
出
発
つ
我
に
孫
は
言
う

「
交
わ
れ
。
語
れ
。
引
籠
る
な
」
と

佐
藤
美
栄
子
（
大
沢
・
83
歳
）

九
、
七
、
三
は

女
の
厄
と
き
き
お
る
が

わ
れ
昨
年
の
始
め
か
ら

厄
、
厄
、
厄
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

淋
し
き
日
々
を
過
ご
し
け
り

あ
り
が
た
く

無
事
に
年
越
し
は
し
ま
し
た
が

い
つ
に
な
っ
た
ら
こ
の
眼

見
え
る
よ
う
に
な
る
の
か
と

悲
し
い
こ
と
は
こ
れ
だ
け
で
す

甲
斐
谷
セ
チ
（
八
幡
町
・
89
歳
）

も
っ
た
い
な
い
で
す
か
ら
ね
。

★
元
気
の
秘
け
つ
は

毎
日
三
十
分
く
ら
い
歩
い
て
い
る

お
か
げ
か
、
体
に
悪
い
と
こ
ろ
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
山
々
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
歩
く
と
、
と
て
も
気

持
ち
が
い
い
も
の
で
す
よ
。

★
町
に
望
む
こ
と
は

活
気
の
あ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
て
き
た

町
だ
か
ら
、
特
に
そ
う
感
じ
ま
す
。

★
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は

わ
た
し
が
副
会
長
を
し
て
い
る
大

沢
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
も
っ
と
活

発
に
し
た
い
で
す
ね
。

日
課
の
散
歩
で
健
康
そ
の
も
の

★
小
さ
い
こ
ろ
の
思
い
出
は

わ
た
し
が
子
供
の
こ
ろ
は
、
柳
沢

地
区
一
帯
は
き
れ
い
な
砂
浜
と
松
林

で
し
た
。
今
で
は
す
っ
か
り
立
派
な

街
に
な
っ
て
い
て
、
時
代
の
流
れ
を

感
じ
ま
す
ね
。

★
趣
味
は
何
で
す
か

暇
が
あ
れ
ば
、
針
仕
事
や
娘
に
教

わ
っ
た
手
芸
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。

手
を
動
か
す
の
で
ボ
ケ
防
止
に
も
な

り
ま
す
し
、
た
だ
座
っ
て
い
る
の
が

佐々木　ア
　

イさん
（大沢・79歳）

ふ
み

い
で

た

こ
もま

な
こ

今年、創立80周年
を迎える県立山田高
等学校では、記念事
業の一環として記念
誌「山田高等学校80
年史」を発行するに
当たり、資料を集め
ています。同校に関

する昔の写真や新聞記事などをお持ちの方で、借用につ
いて協力いただける方は、ご連絡をお願いします。
◆借用したい資料 �写真（学校行事、校舎移転、津波
災害など）�新聞記事（国体、インターハイ、周年・
記念行事、津波災害など）�徽章（バッジ）など
◆連絡先・問い合わせ ２月28日までに県立山田高等学
校80周年記念誌編集委員会事務局（�82－2164）へ。

創立80周年記念誌を作製

杏草子（15）

湊
亜
紀
子
（
10

）

田
畑
葵
唯
（
７
）

メ
ガ
ト
ン
ラ
イ
ダ
ー
だ
が
ね
。（
15

）

佐
藤
裕
（
？
）

木
村
友
美
（
12

）

木
村
志
麻
（
11
）

佐
々
木
美
里
（
９
）

田
畑
有
望
（
11
）

神
無
月
（
？
）

木
戸
脇
瑠
南
（
７
）

佐
藤
美
保
捺
（
５
）

伊藤有紗（12）

伊
藤
美
里
（
14
）

稲
川
美
里
（
11

）

Ｆ
２
（
17

）

M
r.ZX

（
15

）

お
の
は
る
な
（
６
）

ハ
ウ
ル
（
？
）

威
繪
琶
癒
微
。（
15
）蝶�（11）
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北浜町出身で声楽家の澤田薫さん（28）＝東京都在住＝
のミニコンサートが1月22日、町中央公民館大ホールで開
かれました。町教育委員会が生涯学習「やまだまち女性セ
ミナー」の閉講式を兼ねて開いたもので、会場には受講生
ら150人が詰め掛けました。澤田さんはトークを交えながら
「さとうきび畑」「グラナダ」など親しみやすい曲を中心に
全9曲を熱唱。最後は鳴りやまない拍手に応え、イタリア
歌曲「オ・ソレ・ミオ」で締めくくりました。澤田さんは
現在、洗足音大大学院に在学中で、昨年11月に東京都で開
かれた第3回ベルカント・テノール・コンコルソで2位に
入賞（1位なし）。4月には東京での歌劇「蝶々夫人」公演
でピンカートン役として出演を予定しています。里帰りコ
ンサートを終えた澤田さんは「地元の方に自分の歌を聴い
てもらえてとてもうれしい」と笑顔で話していました。

出　身
北浜町 澤田薫さんのミニコンサート

魅惑のテノールで聴衆魅了

1月9日、平成17年の町成人式が町中央公民館大ホール
で開かれ、新成人176人が参加しました。主催者を代表して
沼崎喜一町長が「皆さんの若さを原動力に明るい社会を築い
てください」とあいさつ。その後、三田地駿さん（境田町）が
町民憲章を読み上げました。佐々木良一議長、佐々木俊夫
県議会議員の祝辞に続き、佐藤寛子さん（八幡町）と五十嵐
俊介さん（田の浜）がはたちの誓いを読み上げ、「責任ある
社会人として一生懸命に生き抜いていきます」と力強く決
意を述べました。式典終了後は元教育長の木村悌郎さん
（盛岡市）が「新成人に送る歌と想い」と題し「ふるさとの」
など6曲を歌い、新成人を祝福。その後プレゼント抽選会
が行われ、会場は和やかな雰囲気に包まれていました。

176人が責任感を胸に成人式

大人の仲間入りを祝い合う

1月15日、織笠地区では小正月行事「なごみ」が行われま
した。これは、教育振興運動織笠地区実践協議会（山崎美穂
子会長）が地区の良き風習を伝えていこうと、毎年行ってい
るものです。鬼の面をかぶって手には大きな包丁と袋を持
ち、「ビービー」と笹笛で独特の鳴き声を出し、突然乱入し
てくる「なごみ」の姿は、子供たちにとっては恐怖そのもの。
会員ふんする「なごみ」は家々で「悪いわらすはいねぇ
がー」と大暴れし、小正月の伝統の一夜が更けていきました。

地区
織笠 伝統の「なごみ」大暴れ

悪いわらすはいねぇがー

【１０】

今月の題字

堀 合 亮 平君
（織笠小3年）

豊間根中学校（扇田米秋校長・生徒102人）の生徒77人が
1月20日、一人暮らしのお年寄りの家を対象に雪かきボラン
ティアを行いました。これは町社会福祉協議会に寄せられ
た意見をもとに、同中学校の協力により行われたものです。
生徒たちは放課後2、3人ずつのグループに別れて豊間根
地区の31軒を訪問し、作業に汗を流しました。豊間根の伊
藤ヒデさん（83）＝写真奥＝は「足が悪くて、雪かきが冬の
一番の悩みでした。とても助かります」と感謝していまし
た。また、1月17日には山田高校の生徒約100人が豊間根
地区を除く町内全地区で同ボランティアを行っています。

山田地区の佐藤忠太夫さん（明治38年生まれ）が1月10日
で満100歳の誕生日を迎えました。同日、入所先のほほえみ
の里（宮古市）を沼崎喜一町長が訪れ、長寿を祝福。「佐藤さ
ん、町からのお祝いを持ってきましたよ。これからも元気
で長生きしてくださいね」とあいさつし、長寿祝い金を手
渡しました。佐藤さんは若干緊張した面持ちでしたが、同
施設を訪れた家族や孫、施設関係者らの祝福の声に緊張も
ほぐれ、うれしそうに手を振って応えていました。

1月19日、荒川小学校（小野寺信也校長・児童37人）で、
ミズキ団子作り交流会が開かれました。これは郷土の風習
を伝え、世代を超えた地域のきずなを深めようと、荒川老
人クラブの協力を得て20年ほど前から開いているものです。
児童たちは、団子を丸めたりミズキの枝に飾り付けたりす
るなど、おじいさんやおばあさんから手ほどきを受けなが
らの共同作業。ほのぼのとした光景が広がる会場には、赤
や緑、黄の色鮮やかなミズキの花が咲き乱れていました。

【１１】

荒川小でミズキ団子づくり

世代をつなぐ花 色鮮やかに

地区
山田 佐藤忠太夫さんが100歳に

多くの祝福に手を振り応える

中学校
豊間根 生徒が雪かきボランティア

温かい善意で高齢者を支援

りょう へい



宿直代行員

診療報酬明
細書点検員

職　　種 応　募　資　格 勤務時間・
勤務場所 報　　酬 担 当 課

勤労者体育
センター
武徳殿
船越公民館
豊間根公民
館

山田漁村セ
ンター

健康増進セ
ンター

施　　設 報　　酬 担　当　課

【１２】

町
で
は
、
平
成
十
七
年
度
採
用
の

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
選
考

方
法
は
書
類
審
査
と
面
接
で
す
。

宿
直
代
行
員
・
診
療
報
酬
明
細
書

点
検
員

▽
募
集
内
容
　
左
表
の
と
お
り

▽
募
集
人
員
　
各
職
種
一
人

※
宿
直
代
行
員
は
男
性
に
限
り
ま
す
。

施
設
管
理
人

▽
施
設
と
報
酬
　
左
表
の
と
お
り

▽
応
募
資
格
　
昭
和
十
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
成
人
で
、
町
内

に
住
所
が
あ
る
人

▽
募
集
人
員
　
各
施
設
一
人

※
応
募
は
一
人
一
施
設
に
限
り
ま
す
。

▽
勤
務
時
間
　
お
お
む
ね
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間
で
、

施
設
利
用
が
あ
る
時
間
や
施
設
管

理
に
必
要
な
時
間
帯
の
不
定
時
の

勤
務

◆
任
用
期
間
　
四
月
一
日
〜
来
年
三

月
三
十
一
日

◆
申
し
込
み
方
法
　
役
場
住
民
生
活

課
、
役
場
各
支
所
に
備
え
付
け
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
診
療
報
酬
明
細
書
点
検
員
に
応
募

す
る
方
で
医
療
事
務
の
資
格
が
あ

る
人
は
、
証
明
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
　
二
月
十
五
日

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
各

担
当
課
（
�
８
２
―
３
１
１
１
・

表
の
内
線
番
号
）
へ
ど
う
ぞ
。

ご
み
の
収
集
業
者
を
募
集

入
札
参
加
資
格
申
請
を
受
け
付
け

昭和10年4月2日以降に
生まれた成人男性で、町
内に住所がある人

隔日勤務（午後
5時15分～翌日
午前8時半）
役場本庁舎

日額5,800円
役場総務課
行政担当
(内線412)

町内に住所がある20歳か
ら50歳までの人で、医療
事務の資格または医療事
務の経験のある人

週30時間（週4
日勤務）
役場住民生活課

月額
105,600円

役場住民生
活課国民健
康保険担当
(内線124)

月額70,000円

〃

町教育委員会事務局
社会体育担当
（内線625）

日額5,400円

〃

町教育委員会事務局
社会教育担当
（内線620）

月額70,000円 役場産業振興課水産
振興担当（内線232）

〃 役場産業振興課農業
担当（内線235）

�宿直代行員、診療報酬明細書点検員

�施設管理人

診
療
報
酬
明
細
書
の

点
検
作
業
の
模
様

町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集町非常勤職員を募集

町
で
は
、
町
内
の
一
般
廃
棄
物

（
家
庭
ご
み
）
収
集
運
搬
業
務
の
入

札
に
参
加
す
る
た
め
の
資
格
審
査
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
町
が
行
う

審
査
で
認
め
ら
れ
た
方
は
、
宮
古
地

区
広
域
行
政
組
合
が
行
う
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
務
の
入
札
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
業
務
内
容

町
内
全
域
の
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
務

・
可
燃
ご
み
…
三
コ
ー
ス

・
資
源
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご

み
…
一
コ
ー
ス

◆
参
加
資
格
要
件

①
平
成
十
七
年

二
月
一
日
現
在
で
町
内
に
一
年
以

業
務
の
内
容
や
参
加
資
格
要
件
、

申
請
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

二
月
十
四
日
（
月
）

午
後
一
時
半
〜

◆
場
所

役
場
三
階
大
ホ
ー
ル

業
務
内
容
説
明
会
を
開
催

上
住
所
が
あ
る
個
人
ま
た
は
法
人

②
可
燃
ご
み
は
パ
ッ
カ
ー
車
二
台
、

資
源
・
不
燃
・
粗
大
ご
み
は
パ
ッ

カ
ー
車
一
台
と
資
源
・
粗
大
ご
み

を
収
集
運
搬
で
き
る
車
二
台
を
所

有
し
て
い
る
者
（
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
所
有
す
る
見
込
み
を
含

む
）
③
申
請
者
（
代
表
者
）
に
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
の
経
験

が
三
年
以
上
あ
る
こ
と
│
│
な
ど

を
す
べ
て
満
た
す
者

◆
申
請
方
法

役
場
住
民
生
活
課
に

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

二
月
四
日
〜
二
十
八

日
◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

役
場
住

民
生
活
課
環
境
衛
生
担
当
（
�
８

２
―
３
１
１
１
内
線
１
２
７
）
へ
。

28日まで

ごみ収集作業の様子（八幡町）

15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを15日までに申し込みを



船 越 保 育 園

織 笠 保 育 園

豊 間 根 保 育 園

大 浦 保 育 園

大 沢 保 育 園

わ か き 保 育 園

山田町第一保育所

山田第二保育所

山田中央保育園

保 育 園 名 定員 受付場所 期日 受 付 時 間

【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書カー
ドをプレゼント。応募は一人１通です。

50
円

0 2 8 1 3 9 2

山
田
町
八
幡
町
3
│
20

山
田
町
役
場

広
報
ク
イ
ズ
係

クイズの答え《例》
①－� ④－�
②－� ⑤－�
③－�

氏名
年齢

〒・住所

【１３】

町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園
町立幼稚園
町内保育園

町
立
幼
稚
園
（
さ
く
ら
、
わ
か
ば
）

と
町
内
の
保
育
園（
所
）で
は
、
今
年

四
月
に
入
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

町
立
幼
稚
園

◆
募
集
人
員

・
さ
く
ら
幼
稚
園

四
歳
児
…
十
九

人
　
五
歳
児
…
若
干
名

・
わ
か
ば
幼
稚
園

三
歳
児
〜
五
歳

児
…
三
十
人

◆
入
園
資
格

さ
く
ら
幼
稚
園
…
本

町
に
住
所
が
あ
る
平
成
十
一
年
四
月

二
日
か
ら
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児
　
わ
か
ば
幼
稚
園
…

本
町
に
住
所
が
あ
る
平
成
十
一
年
四

月
二
日
か
ら
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児

◆
受
付
期
間

二
月

三
日
〜
十
五
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
き
ま
す
）

◆
申
し
込
み
方
法

各
園
に
備
え
付

け
の
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

入
園
を
希
望
す
る
幼
児
の
住
民
票

抄
本
を
添
え
て
各
園
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
入
園
・
保
育
料

入
園
料
…
五
千

円
　
保
育
料
…
月
額
六
千
円

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

さ
く
ら

幼
稚
園
（
�
８
２
―
３
７
６
４
）・

わ
か
ば
幼
稚
園
（
�
８
６
―
２
５

１
０
）
へ
ど
う
ぞ
。

町
内
保
育
園（
所
）

◆
募
集
人
員

下
表
の
と
お
り

◆
入
園
資
格

両
親
が
働
い
て
い
た

り
病
気
だ
っ
た
り
し
て
、
日
中
に

子
供
を
世
話
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
家
庭
の
幼
児

※
六
十
五
歳
未
満
の
方
が
世
話

で
き
る
家
庭
は
除
か
れ
ま
す
。

◆
受
付
日
程

下
表
の
と
お
り

※
指
定
さ
れ
た
日
時
に
都
合
の

悪
い
方
や
本
町
以
外
の
保
育

所
へ
入
所
を
希
望
す
る
方
は

次
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

・
日
時
　
二
月
二
十
二
日

午
後
一
時
〜
四
時

・
場
所
　
役
場
保
健
福
祉
課

◆
申
し
込
み
方
法

二
月
三
日

か
ら
十
日
ま
で
役
場
保
健
福

祉
課
と
各
保
育
園
（
所
）
に

備
え
付
け
の
入
園
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
下

表
の
日
程
に
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
受
け
付
け
の
際
に
面
接
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
子
様
や
家
庭
の
事
情

に
詳
し
い
方
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

役
場
保
健
福
祉
課

児
童
福
祉
担
当
（
�
８
２
―
３
１

１
１
内
線
１
３
４
）
へ
ど
う
ぞ
。

45

60

75

30

60

45

90

45

45

同 保 育 園

〃

〃

〃

〃

〃

役場

保健福祉課

15日

〃

〃

〃

16日

〃

17日、

18日

午前9時～午後3時

〃

〃

〃

午後1時～2時半

午後3時～4時半

午前9時～午後3時

�入園申し込みの受付日時　　　　　　　　　〔�月〕☆締め切り=２月21日（当日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ａ、②－Ａ、
③－Ｃ、④－Ｂ、⑤－Ｂでした。応
募者数は41通で正解は40通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
山田＝伊藤美里（14） 長崎＝堀合

和代（51） 飯岡＝佐々木泰子（15）
境田町＝佐々木ムツ子（55） 船越＝
木村志麻（11） 大浦＝横田悠（８）
織笠＝湊千明（？） 大沢＝鈴木美香
（12） 豊間根＝芳賀禎一（60）、中村
紘一郎（７） 〈敬称略〉

元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち
元気いっぱいの山田第
二保育所の園児たち

�町ジュニア海外使節団でオランダ
を訪問した中学生と高校生は、合
わせて何人？
�10人　�11人　�12人

�町ジュニア海外使節団が表敬訪問
した、日本大使館はオランダの何
市にある？
�デン・ハーグ市
�ミヤコ市
�モリオカ市

�織笠地区で小正月行事「なごみ」
が行われたのは１月の何日？
�１日　�９日 �15日

�１月22日にミニコンサートを行っ
た澤田薫さんの出身は？
�北浜町　�川向町　�境田町

�今月の「一歳になりました」に登
場している赤ちゃん８人のうち、
男の子は何人？
�２人　�３人　�４人



【１４】

今
年
の
元
日
は
一
面
の
銀
世

界
の
中
で
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
│
│
と
書
け
ば
メ
ル
ヘ

ン
的
な
世
界
で
す
が
、
現
実
は

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
除
雪

作
業
で
正
月
気
分
も
半
減
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
し
か

も
二
度
目
の
大
雪
が
追
い
打
ち

を
か
け
、
町
の
除
雪
費
は
早
く

も
底
を
尽
き
大
幅
増
額
の
や
り

く
り
算
段
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
毎
日
の
天
気

予
報
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
。

新
年
度
予
算
の
編
成
作
業
も

ほ
ぼ
終
了
と
い
う
段
階
で
す
が
、

昨
年
度
同
様
、
大
変
厳
し
い
状

況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
国
で

は
地
方
交
付
税
は
前
年
水
準
を

確
保
し
た
と
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
前
年
度
に
大
幅
減
額
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け

の
税
源
移
譲
が
ま
だ
見
え
て
い

ま
せ
ん
。
地
方
が
求
め
て
き
た

三
位
一
体
の
改
革
が
成
就
す
る

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
。
新
年
度
も
地
方
六
団
体

が
一
致
団
結
し
て
、
真
の
地
方

分
権
の
確
立
を
求
め
る
行
動
を

起
こ
す
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

区　分 補 助 金 額

区　分 金　　　額

5 人槽

7 人槽

10人槽

68万円程度

90万円程度

133万円程度

375,000円

438,000円

555,000円

該当なし

�補助金の額

�浄化槽の価格（参考）

※人槽は建物の延べ面積に
よって決まります。詳し
くはご相談ください。

5 人槽

7 人槽

8～50人槽

51人槽以上

�数値は１人が１日に出す水質汚濁物質の�
　量をＢＯＤで表したもの�

�

合併処理浄化槽�

汚れの量�
27グラム�

水洗トイレ�

汚れの量�
13グラム�

汚れの量�
4グラム�
�

台所、ふろ、�
洗たくなど�
の排水�

合併処理浄化槽

町
で
は
生
活

雑
排
水
の
浄
化

を
目
的
と
し
て
、

家
庭
用
の
合
併

処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付

設
置
補
助
制
度
の
ご
利
用
を

し
て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
度
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
家

の
新
築
や
ト
イ
レ
、
ふ
ろ
の
改
築
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
家
庭
で
は
浄
化

槽
の
設
置
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と
生

活
排
水
を
合
わ
せ
て
処
理
す
る
も
の

で
、
水
質
汚
濁
防
止
と
快
適
な
環
境

づ
く
り
に
威
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

汚
水
を
浄
化
す
る
処
理
能
力
が
高
い

上
に
、
設
置
に
要
す
る
時
間
も
短
い

な
ど
、
車
一
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ

れ
ば
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

補
助
対
象
の
地
区
は
、
ま
だ
下
水

道
整
備
に
着
手
し
て
い
な
い
▼
小
谷

鳥
▼
漉
磯
▼
豊
間
根
▼
荒
川
。
た
だ

し
山
田
、
織
笠
地
区
で
も
下
水
道
整

備
地
区
を
除
い
た
一
部
の
地
域
で
補

助
対
象
と
な
る
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
単
独
処
理
浄
化
槽

（
し
尿
だ
け
を
処

理
す
る
浄
化
槽
）

は
生
活
雑
排
水
を

未
処
理
の
ま
ま
放

流
す
る
た
め
、
排

出
さ
れ
る
汚
濁
物

質
は
合
併
処
理
浄

化
槽
の
約
八
倍
に

上
り
ま
す
。
単
独
処
理
型
を
設
置

し
て
い
る
方
も
合
併
処
理
型
へ
の

切
り
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

設
置
す
る
際
に
は
浄
化
槽
の
費
用

の
ほ
か
に
、
取
り
付
け
や
ト
イ
レ
の

水
洗
化
、
排
水
管
の
工
事
費
な
ど
が

掛
か
り
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
額
は

上
表
の
と
お
り
で
す
が
、
補
助
に
枠

が
あ
り
ま
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
ご
希
望
の
方
は
、
計
画
の
段

階
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限
　
二
月
二
十
八
日

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
地

域
整
備
課
下
水
道
業
務
担
当
（
�

８
２
―
３
１
１
１
内
線
２
１
２
）

へ
ど
う
ぞ
。

船
越
の
港
安
子
さ

ん（
六

九

）が
、
こ
の
ほ

ど
人
権
擁
護
委
員
に

再
任
さ
れ
、
法
務
大

臣
か
ら
一
月
一
日
付

で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、

人
権
擁
護
委
員
に
港
さ
ん
を
再
任

わ
た
し
た
ち
の
基

本
的
人
権
が
侵
さ

れ
な
い
よ
う
監
視

し
、
万
が
一
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、

救
済
の
た
め
適
切
な
処
置
を
取
る
こ

と
な
ど
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
は
、
港
さ
ん
の
ほ
か
に
四

人
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
家

庭
内
や
近
隣
関
係
な
ど
の
問
題
を
は

じ
め
、
土
地
や
交
通
事
故
な
ど
に
関

す
る
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
〈
敬
称
略
〉

▽
港
安
子
（
�
８
４
―
２
２
６
９
）

▽
田
代
省
平
（
�
８
２
―
２
５
８

４
）
▽
内
田
真
由
美
（
�
８
６
―

３
２
９
２
）
▽
湊
多
喜
郎
（
�
８

２
―
５
８
６
５
）
▽
吉
田
�
右
エ

門
（
�
８
４
―
２
５
４
９
）

人権擁護委員

港　 安
やす

子
こ

さん

補
助
枠
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い



さわやかスポーツ
教室に参加しよう

「さわやかスポーツ教室」が
開かれます。ニュースポーツで
さわやかな汗を流しませんか。
�期日　２月19日（土）
�時間　午前９時半～11時
�場所　織笠婦人若者等活動促
進センター
�対象　小学生以上
�種目　ドッヂビー、シャフル
ボード、タッチラグビーなど
�参加料　小中学生…100円
高校生以上…200円

�問い合わせ　町教育委員会事
務局社会体育担当（�82－
5505）へどうぞ。

排水設備指定店の
申請はお忘れなく

町では、下水道の排水設備工
事指定店の申請を受け付けます。
新たに登録を希望する事業所は、
受付期間内に申請してください。
※既に指定を受けている事業所
は、申請の必要はありません。
�受付期間　２月１日～28日
�申請書類　排水設備工事指定
店新規指定申請書、責任技術
者の登録証の写し、過去３年
分の工事経歴書など
�申請先・問い合わせ　役場地
域整備課下水道業務担当（内
線212）へどうぞ。

ミステリー図書展
２日から行います

町立図書館では、岩手の読書
週間にちなみ「ミステリー図書
展」を開催します。
�期間　２月２日～13日
�時間　午前９時～午後５時
�場所　町立図書館（町中央コ
ミュニティセンター内）
�内容　サスペンス、ホラーな
ど図書館蔵書130点の展示
※展示本の貸し出しは展示期間
終了後になります。
�問い合わせ　町立図書館（�
82－3420）へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

各種講演会を開催
皆さんのご参加を

海の体験教室「北東北及び三
陸海岸の鳥獣」講演会
�期日　２月20日（日）
�時間　午前９時～正午
�場所　鯨と海の科学館
�講師　藤井忠志さん（県立博
物館学芸第３課長）
�参加料　無料
�対象　小学生以上40人
�申込期限　２月15日
�申込先・問い合わせ　鯨と海
の科学館（�84－3985）へ。
こころの健康づくり講演会

�期日　２月21日（月）
�時間　午後１時半～３時
�場所　保健センター
�内容　講演「うつ病を知ろう」
講師・及川暁さん（宮古山口
病院院長）
�申込期限　２月17日
�申込先・問い合わせ　役場保
健福祉課保健指導担当（内線
166）へどうぞ。

商工会で臨時職員
１人を募集します

山田町商工会では、期限付き
臨時職員を募集します。
�募集人数　１人
�応募資格　町内に住所があり
イベント運営に興味がある人
（パソコン操作のできる人）
�任用期間　２月14日～平成18
年３月31日
�申込方法　履歴書に必要事項
を記入し、山田町商工会へ提
出してください。
�面接日　２月10日
�申込期限　２月８日
�問い合わせ　山田町商工会
（�82－2515）へどうぞ。

育英会の奨学生
制度のご利用を

伊藤育英会と山田町育英会で
は、平成17年度の奨学生を募集
します。
◆応募資格　町内の在学生で、
学業成績、人物ともに優秀で
あり、家計が学業の継続に困
難な状況にあるが、奨学金の
貸し付けで継続が可能な人
◆貸し付け開始　今年４月
◆貸し付け内容
・伊藤育英会
�採用人員　１人（４年制大学
に進学予定の人）
�奨学金（月額） 50,000円
�奨学金の返還　卒業後、20年
間で月払い、半年払い、年払
いのいずれかの方法で返還
（無利子）
・山田町育英会
�採用人員　高校生…２人　短
大生…１人　大学生…５人
�奨学金（月額） 高校生…
15 ,000円　短大生（田代基
金）・大学生…各40,000円
�奨学金の返還　卒業後、10年
間の月払いで返還（無利子）
◆申し込み方法　教育委員会に
備え付けの奨学生願書に必要
事項を記入の上、学校長推薦
書など必要書類を添えて提出
してください。
◆申込期限　３月18日
◆申込先・問い合わせ　町教育
委員会事務局総務担当（内線
333）へどうぞ。

巡回相談あります
お気軽にご利用を

身体障害者を対象とした眼科
の巡回相談が行われます。
�日時　３月３日（木）

午後２時～３時
�場所　町保健センター
�内容　目の診療による医学判
定、身体障害者手帳の要否
�申込期限　２月22日
�申込先・問い合わせ　役場保
健福祉課厚生援護担当（内線
132）へどうぞ。

中国人講師から
中国語を学ぼう

山田町国際交流協会では、中
国語講座を開講します。
�日程　２月５日（土）から毎週
土曜日
�時間　午後２時～３時
�会場　龍昌寺仏教会館
�講師　=富蕾

シャフーレイ

さん（宮古市）
�受講料　月2,000円
�定員　15人（随時受け付けを
行います）
�申込先・問い合わせ　山田町
国際交流協会（�82－3651
ＦＡＸ82－4099）へどうぞ。

用途地域の変更案
縦覧が行われます

町では、山田都市計画の用途
地域変更案の縦覧を行います。
�期間　２月１日～14日
�時間　午前８時半～午後５時
�場所　役場地域整備課
�対象地区　山田第１～６、10
～14地割、船越第２、３地割、
織笠第12地割
�問い合わせ　役場地域整備課
計画担当（内線243）へどうぞ。

行政相談あります
�日時　２月１７日（木）

午前10時～正午
�場所　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。

【１５】

�月の町長面談日
�日時　２月１０日（木）

午前10時～正午
�場所　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。
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町
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広
報
コ
ン
ク
ー
ル
・

一
枚
写
真
の
部
で
、「
広
報
や
ま
だ
」
六
月
一
日

号
の
表
紙
写
真
が
一
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
快
い
取
材
協
力
や
情
報
提
供
な
ど
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
読
み
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る

広
報
紙
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

地
域
の
情
報
や
町
へ
の
ご
意
見
・
要
望
な
ど
、

お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町民のうごき
（12月 1 日～31日）

�出生……１０人 �転入……１８人

�死亡……２１人　　�転出……２８人

�人口…２１,０６６人（今月減２１人）

男…１０,１１８人 女…１０,９４８人

�世帯数………………７,２７４世帯

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。
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ボ�

【１６】

瀬 川 麗
れい

奈
な

（荒川・純一・女）

12月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 塚澤千

ち

草
ぐさ

（徹・女）、湊茉
ま

子
こ

（千里・
女）、鳥井海

かい

翔
と

（勝一・男）、武藤遥
はるか

（庄一
郎・女）、鈴木陸

り

久
く

（貴彦・男）、五十嵐颯
そう

（亮・男）
�船越 斉藤魁

かい

（順一・男）、西舘諒
りょう

大
た

（孝
紀・男）
�織笠 小林愛

あい

華
か

（隆弘・女）
�大沢 内舘楓

かえで

（繁・女）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
福舘学（長崎）・菊池由貴子（大槌町）
小國誉夫（大槌町）・坂本美雪（長崎）
柏崎洋也（釜石市）・大町奈穂（豊間根）
佐藤学（飯岡）・古里加奈恵（宮古市）
内�誠二（豊間根）・北田育子（宮古市）
松下恭徳（釜石市）・石山八夜子（境田町）
福士俊夫（大沢）・佐々木真弓（大沢）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 鳥居サキ（73）、澤田}一（52）、阿
部豊（49）、木立弘志（64）、O藤ミワ（82）
�船越 川原勝造（74）、O藤ソメ（77）
�大浦 漉磯チトセ（95）、阿部タキ（74）
�織笠 中村武雄（72）、澤山�右衛門（77）、
倉澤ユウ（82）、O々木惣市郎（84）
�大沢 鳥居金一（93）
�豊間根 木村ミサホ（77）、伊H正雄（84）
�荒川 斎藤喜助（80）、O藤十次郎（85）

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介�

なりました�

一
歳
に�

なりました�

一
歳
に�

２月生まれ�

※敬称略・（ ）内は地区名、保護者、
性別です。

中 釜 　 琴
こと

（飯岡・敬康・女）
古 舘 晴

はる

香
か

（大沢・興司・女）

佐々木丈
じょう

壱
いち

（豊間根・弘康・男）
小 林 柚

ゆ

月
つき

（織笠・貴光・女）

鈴 木 誠
まさ

崇
たか

（中央町・善一・男）
橋 端 仁

じん

汰
た

（田の浜・大助・男）

山 � 咲
さ

蘭
ら

（大浦・正志・女）

調査に皆さんのご協力を

２月１日現在で、「2005年農林業セ
ンサス」が全国一斉に行われます。こ
の調査は「農林業の国勢調査」ともい
われ、農林業の実態を明らかにするこ
とを目的に、５年ごとに実施されてい
ます。調査結果は国や県、市町村など
の農林業行政施策の基礎資料として幅
広く活用されます。調査員が調査の対
象となる世帯などに聞き取り調査や調
査票の記入依頼のため訪問しますの
で、ご協力をお願いします。

◆調査対象 �農業や林業を営む世帯や組織、法人などの経営主
�受託した農林業作業を行っている経営主�農林産物の生産ま
たは作業する面積や頭数などが一定規模以上の経営主──など
◆問い合わせ 役場総務課情報管理担当（�82－3111内線416）へ。

２月１日
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田植え作業も最盛期を迎えた５月16日、織笠地区でかさ
とみのを身にまとい*摺をする姿が見られました。作業を
していたのは、倉澤國夫さん（織笠・70）と手伝いに来た
妹の菊地キヨさん（船越・62）。小雨の降る中、*や三角
くわ（しゃくし）を使い、豊作への願いを込めながら田植
え前の田んぼを丁寧にならしていました。今ではすっかり
目にすることのなくなったかさとみのでの農作業。雨によ
り山野の緑も一層映え昔懐かしい風景が広がっていました。
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